
基本目標２

いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち

【健康・福祉・医療分野】



白紙



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策２－１　健康づくり・健康管理の推進

【めざすまちの姿】

R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

179

179

0

188,034

4,832

183,202

1,500

180

1,320

35

0

35

203

0

203

827

504

323

1,199

1,199

0

市民の希望者に外部被ばく線量を測定できる電子式線量計を貸出し、一人ひとり
の生活実態に即した線量を把握することで、健康不安の軽減と健康管理に反映
させる。

継続

3
歯科保健事業

むし歯を予防するためフッ化物を活用し歯質の強化を図る。３歳児までは、フッ化
物歯面塗布、４歳以上の幼稚園・保育園の園児及び小学校の児童並びに中学校
の生徒に対してはフッ化物洗口を実施する。さらに、むし歯有病率が高くなる年
中・年長児のいる幼稚園・保育園等に歯科衛生士を派遣し、６歳臼歯の大切さに
ついての意識の醸成を図る。

4 禁煙応援プロジェクト事業
喫煙による動脈硬化や受動喫煙による健康被害を防止するため、個別面接を行
いながら３か月間、禁煙を支援する。また、受動喫煙防止対策について正しい知
識の周知に努める。

健康増進課

健康増進課

6 へる塩プロジェクト事業

高血圧予防講演会や減塩教室を開催するとともに、特定健診で血圧高値の方や
小学６年生に対し尿検査による塩分測定を実施し減塩についての啓発を行う。併
せて、へる塩健康応援店の普及を図ることにより、健康に関する市民の意識の向
上に努める。

継続 Ⅲ(5)

5 スリムアッププロジェクト事業

　市民が健康づくりと疾病予防に関心を持ち、自主的な健康増進活動が活発化されることで、健康で生きがいを持ち自
立した生活が送られるとともに、あらゆる世代の健やかな暮らしを支える良好な社会環境の構築により、健康寿命が伸
びています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

1 外部被ばく検査事業

予防接種事業

定期接種及び定期外である「おたふくかぜ」、「妊娠希望者等の風しん」及び「中
学３年生インフルエンザ」のワクチン接種等を実施し、費用負担の軽減を図り子
育てしやすい環境づくりを推進する。また、風しん抗体価の低い42～59歳男性に
対し、抗体検査及び予防接種を実施することにより先天性風疹症候群の予防に
つなげる。

2

担当課区分

継続 Ⅲ(5)

継続 Ⅱ(2) 健康増進課

健康増進課

健康増進課

地方創生
事業

継続 Ⅱ(2) こども支援課

肥満を改善するため、18歳から74歳でBMI24以上の希望者を対象に、個人に
合った運動や栄養指導を実施し、３ヵ月で３Kｇ以上の減量目標の達成を支援す
る。

継続 Ⅲ(5)

健康増進課7
野菜で健康応援プロジェクト事
業

生活習慣病の予防と重症化防止のため、健康に対し無関心な方や若年層へ働
きかける手段として、カゴメ株式会社とタイアップし、健康づくり意識の向上や食
習慣の改善並びに減塩習慣の獲得を図る。

継続 Ⅲ(5)

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

担当課区分
地方創生
事業

32,154

15,673

16,481

4,888

4,884

4

658

658

0

63,381

53,936

9,445

5,994

5,994

0

2,718

2,718

0

1,898

1,634

264

6,108

2,376

3,732

140

140

0

健康増進課
国保年金課

12 受診率等向上対策事業費

特定健康診査の受診率向上を図るため、「心電図検査」、「眼底検査」、「貧血検
査」を追加するとともに、特定健診の自己負担の無償化を実施した。併せて過去
の受診記録データから基礎分析を行った受診勧奨や、受診率の低い若年層の健
康意識の向上のためにスマホを活用した事業などを実施する。

拡充 Ⅲ(5) 国保年金課

10 重症化予防事業

糖尿病の受診中断者や未受診者など、糖尿病性腎症の重症化リスクが高い方を
主治医と連携して支援する「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」や、このプロ
グラム以外の生活習慣病重症化リスクが高い方を対象に、個別面接、家庭訪問
等を行い、自主的に生活習慣の改善が出来るように支援し、医療費の抑制を図
る。

継続 Ⅲ(5)

継続 Ⅲ(5) 国保年金課11 特定健康診査事業

生活習慣病の予防及び重症化を防止することにより健康寿命を延ばし、医療費
適正化につなげるため、特定健康診査を実施し、内臓脂肪の蓄積を伴うメタボ
リック症候群に該当する方や境界域にある予備群の方を的確に把握し保健指導
に繋げる。

健康増進課16 骨髄移植ドナー支援事業
骨髄等提供のために仕事を休んだことによる、骨髄等提供者（ドナー）の経済的
な負担を軽減するため、ドナーに対して助成金を交付することにより、骨髄等の
移植の推進及びドナー希望登録者の増加を図る。

継続

9

8 健康ポイント事業

市民の健康に対する意識の醸成と健康増進のため、スマホアプリや活動量計を
活用し、日々の歩行や運動などの測定データを自動的に管理するとともに、活動
量に応じてポイントを付与することができる「健康ポイントプログラム」を導入し、
健康づくりを支援することで、健康寿命の延伸と医療費の抑制を図る。

新規 Ⅲ(5) 健康増進課

保育園・幼稚園の４歳児を対象に「すこやか相談会」を実施し、保護者の子育て
に関する悩みや心配事に応じるとともに、相談会後のフォローアップに努め継続
的な支援を行う。併せて、保育園・幼稚園の保育力向上も図る。さらに、発達の遅
れの可能性がある乳幼児を対象に、発達支援教室の開催（一部委託）や医師に
よる発達相談会、保育園・幼稚園の巡回相談を実施することで育児不安を軽減
し、健やかな発達支援を促す。また、今年度は教育部門との連携を推進するため
モデル校の選定等に取り組む。

継続 Ⅱ(2)

継続 国保年金課

特定保健指導事業
生活習慣病を予防することにより健康寿命を延ばし、医療費適正化につなげるた
め、特定健康診査の結果通知に基づき、動機付け支援、積極的支援など対象者
に応じた指導を実施する。

継続 Ⅲ(5)
健康増進課
国保年金課

14 白河QOL向上プロジェクト事業
市民のＱＯＬ（生活の質）を長く、良く保ち続けるため、実態調査を行い、医療・介
護・健診データと関連付けた分析を行う。その結果に基づき、健康支援事業を展
開し、健康寿命の延伸と医療費の抑制につなげる。

継続 Ⅲ(5) 健康増進課

13
国民健康保険医療費適正化事
業

国民健康保険被保険者の医療費を適正化するため、重複頻回受診者を訪問し、
病状や受診状況を確認し、健康管理を指導することで、適切な受診を図る。ま
た、ジェネリック医薬品使用差額通知書の送付や、啓発シールの配布により、同
薬品使用率の向上を図る。

こども支援課15 すこやか相談・発達支援事業

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

担当課区分
地方創生
事業

229,356

229,356

0

27,000

26,750

250

18
新しい生活様式・快適空間創造
事業（公園）

新たな生活様式を踏まえ、運動を新しい日常生活に取り入れながら健康的に
日々の暮らしを送ることを目的に、公園内への健康遊具の設置等を行い、高齢
者や若者の社会参加を促す場所としての環境整備を図る。

新規 Ⅲ(5) 都市計画課

17 新型コロナワクチン接種事業

全国一斉に開始する新型コロナワクチン接種では、「医療従事者」、「65歳以上の
高齢者」、「基礎疾患を有する方など」及び「その他一般の方」の順で接種を行う
ことで、新型コロナウイルス感染症の発症予防及び重症化予防、さらには感染症
のまん延の防止を図る。

新規 健康増進課

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策２－２　医療体制の充実

【めざすまちの姿】

R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

2,538

0

2,538

1,011

0

1,011

2,098

0

2,098

8,875

0

8,875

20,100

0

20,100

55,400

0

55,400

785

0

785

1,924

0

1,924

6 健康増進課地域医療体制支援事業
救急医療・周産期医療・小児医療及び脳疾患医療の充実ため、本市及び西白河
郡内町村・那須町において、県南地域の基幹病院である白河厚生総合病院に対
し支援を行い、医療体制の整備充実を図る。

拡充 Ⅲ(5)

　市民一人ひとりが「かかりつけ医」を持ち、身近な地域で適切な医療を受けられています。
　休日や夜間の急病に対して、誰もが安心して医療を受けられる体制が整っています。
　国の制度等の変更や社会経済情勢の変化に柔軟に対応した国民健康保険制度の健全な運営が図られています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

5 救急医療体制強化支援事業
救急搬送を受け入れている二次救急医療機関に対し、本市及び西白河郡内町
村で医師の確保を支援することで、救急搬送の応需率向上を図り、救急医療体
制を強化する。

継続 健康増進課

区分

継続 健康増進課

2 休日歯科診療事業 休日における歯科診療体制の確保を図る。 継続

健康増進課

1 在宅当番医制事業 休日における初期救急医療体制の確保を図る。 継続 Ⅱ(2) 健康増進課

7
みんなが安心できる地域医療づ
くり事業

市民の適正な医療機関の受診方法について啓発を行う。また、医学部生を対象
に地域医療体験研修事業を実施し、将来の医師確保に向けての布石とする。

継続

健康増進課

4 病院群輪番制事業 休日・夜間に入院治療を要する重症患者に対し、二次救急医療の確保を図る。

Ⅱ(2)

健康増進課3 小児平日夜間救急医療事業
子どもの健康を守り、安心して子育てができる環境の向上に資するため、夜間に
おける小児初期救急医療体制の整備充実を図る。

継続 Ⅱ(2)

健康増進課8 医療人材確保支援事業
白河地域の看護師不足に対応するため、白河医師会白河准看護学院の安定的
な運営を支援し、看護師の確保を図る。

拡充

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課区分

10,253

0

10,253

健康増進課9 医療機関新規開業支援事業
安心して暮らせる医療体制を整備するため、市内で新たに開業する医師及び医
業を継承する医師に対して奨励金を支給し、医師の確保を図る。

拡充 Ⅱ(2)

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策２－３　子育て支援の推進

【めざすまちの姿】

R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

12,498

8,330

4,168

-

-

-

2,283

1,520

763

2,072

2,042

30

8,585

8,585

0

480

0

480

3,204

1,714

1,490

7
母子健康支援事業
（小さな赤ちゃん親子手帳事業）

妊娠、出産、育児に関する正しい知識の普及と、愛着形成の促進、メディア依存
の予防、育児不安の軽減のため、母子手帳交付時の保健指導やハイリスク妊婦
ケアプランの作成、離乳食相談会の開催、乳幼児健診での集団教育、幼稚園・
保育園等での保護者講演会、子育て講話の動画配信などを実施することにより、
子育て支援の充実を図る。さらに、小さく生まれた赤ちゃん（未熟児等）とその家
族を支援するため、小さな成長発達が実感できるよう工夫した親子手帳を作成し
配布する。

継続
一部新
規

Ⅱ(2) こども支援課

6 子育てサロン推進事業
子育てを楽しめる環境づくりを促進するため、未就学児及びその保護者が気軽に
集い交流し、仲間づくりを行う場を運営する団体に対し、その費用の一部を助成
する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

5 保育元気アップ緊急支援事業
保護者の放射性物質への不安や児童の運動不足解消のため、保護者への相談
事業を実施するとともに、外遊びなどの自然と触れ合う機会を創出することによ
り、安心して子育てできる環境の整備を図る。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

4
家庭訪問型子育て支援
（ホームスタート）事業

未就学児を持つ引きこもりがちな親を対象に、地域の子育て経験者が定期的に
家庭を訪問し、地域社会との関わりを手助けするなど、孤立化や児童虐待の未
然防止につなげる活動を支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

3
ファミリーサポートセンター
委託事務

子育てを手伝って欲しい人と子育てを手伝ってあげたい人が会員となり、子ども
の一時的な預かりや保育園・幼稚園等への送迎など子育てを支え合う事業を支
援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

Ⅱ(2) こども支援課

地方創生
事業

担当課

1 地域子育て支援拠点事業
乳幼児とその保護者が気軽に集い、語り合い、交流する場を設けるとともに、必
要に応じて育児相談や子育て情報の提供を行うことにより子育てを支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

　子どもと保護者の保育ニーズに合わせたきめ細やかなサービスを提供することにより、子育てに対する不安も減り、子
どもは伸び伸びと心身とも健やかに成長しています。
　子育てに伴う経済的負担の軽減を含めた総合的な支援策を充実・拡充することにより、子どもを安心して産み、子育て
しやすいまちが形成されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

2
子育て支援ガイドブック
作成事務

妊娠・出産・育児・子育て支援に関する情報を一元化し、行政サービスや各種手
当、相談窓口などの情報をわかりやすく提供するとともに、広く市民に周知するこ
とで、出産や育児など子育てに対する不安の軽減を図る。

継続

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

145

0

145

11,107

11,107

0

139,141

108,791

30,350

283,563

142,554

141,009

4,148

1,623

2,525

5,000

0

5,000

57,785

2,050

55,735

500

0

500

1,947

0

1,947

589

294

295

17 産後ケア事業
若年夫婦や子育て体験の不足等により育児の知識や技術に不安を持つ産婦に
対し、宿泊ケア・日帰りケアを提供することにより自信を持って育児が行えるよう
に支援し、子どもを安心して産み育てられる環境づくりを推進する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

16 新生児聴覚検査事業
先天的な聴覚障害による音声言語発達等への影響が最小限に抑えられるよう、
新生児聴覚検査を実施し、早期発見・早期療育を図る。また、検査に係る費用に
ついて一部公費負担を増額し、受診者の経済的負担の軽減を図る。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

15 「ふれあいの場」創出事業
少子化問題への解決策として、県南地域の独身男性及び独身女性を対象に県
南９市町村で連携し、「出逢いの場」の提供をはじめ、「世話やき人」の発掘など
人材育成も含めた結婚支援事業を行い、結婚観の醸成を図る。

継続 Ⅱ(1) 生活防災課

14 妊産婦健康診査事業

安心して出産に臨めるよう妊娠中に15回の検診を実施するとともに、新たに産後
２週間健診や妊娠20週前後の健診に超音波検査を追加することにより、妊娠中
及び産後の異常の早期発見を図る。また、産後うつ質問票の実施による精神面
の早期支援や新生児の虐待予防の観点から必要なサービスへの橋渡しなど、妊
娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行う。

拡充 Ⅱ(2) こども支援課

13 特定不妊治療費用助成事業
子どもを希望しながらも恵まれない夫婦に対し、特定不妊治療及び男性不妊治
療の治療費の一部を助成し、経済的負担の軽減を図る。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

12 母子訪問指導事業

妊産婦・乳幼児の家庭訪問を実施し保健指導を行うとともに、生後４ヶ月までの
乳児のいる家庭を全戸訪問するこんにちは赤ちゃん訪問事業や、養育支援が必
要な家庭を訪問する養育支援訪問事業と一体的に事業を実施することで健やか
な子育てを支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

11 こども医療費助成事業
出生から18歳までの入院・外来に係る医療費の保険診療分一部負担金を助成す
ることで、児童の健全な育成と更なる福祉の増進を図る。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

10 放課後児童クラブ運営事業
保護者の就労等の理由により放課後留守家庭になる児童に対し、遊びと生活の
場を提供することにより子どもの健全育成を図る。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

9 保育園給食検査体制整備事業
市内の公立・私立保育園に放射能測定システムを整備するとともに、検査員を配
置し、食材等を検査することにより保育園給食の安全・安心を確保する。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

8 子育て支援アプリ活用事業
スマートフォン向けの子育て支援アプリを活用し、子育て支援の取組みや地域子
育て支援拠点、遊び場等の情報を迅速に分かりやすく発信することで子育てを支
援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

5,839

620

5,219

16,701

10,790

5,911

1,320

1,320

0

2,049

1,028

1,021

2,400

0

2,400

12,855

6,423

6,432

6,530

4,897

1,633

80,399

0

80,399

17,564

0

17,564

1,264

842

422

27
子育て世代包括支援センター
事業

妊娠期から子育て期にわたり切れ目ない支援を実施するため、相談機能の充実
や関係機関との連携強化を図り、育児不安の解消、虐待予防に努め、健やかな
子育ての支援を推進する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

23 ひとり親家庭医療費助成事業
母子・父子家庭の親と児童及び父母のいない児童の健康と福祉の増進を図るこ
とを目的に、医療費の一部を助成する。

拡充 Ⅱ(2) こども支援課

26 多子世帯給食費負担軽減事業
子育てしやすい環境の充実を図るため、18歳以下の兄弟姉妹のうち、義務教育
を受けている第３子以降の児童生徒を対象に学校給食費を全額助成し、保護者
の負担軽減を図る。

継続 Ⅱ(2) 健康給食推進室

25 就学援助事業
就学困難と認められる児童生徒の保護者の負担軽減を図るため、学用品費や給
食費など必要となる経費の援助を行う。

継続 Ⅱ(2) 学校教育課

24
ひとり親家庭キャリアアップ
応援給付事業

養成機関で資格取得を目指す場合に、一定期間訓練促進給付金を支給し、修業
期間中の生活費の負担軽減を図る。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

22
ひとり親家庭キャリアアップ
応援貸付事業

資格取得のために養成機関で修業中のひとり親家庭の親に対して、生活費月５
万円（子どもの人数による加算有り）を貸し付けるとともに、修業終了後一定の条
件を満たした場合、その返還を免除することで経済的自立を支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

19 病児保育事業
保護者の育児への負担軽減を図るため、病気の治療中または回復期にあり、保
育園や家庭での保育が困難な子どもを一時的に預かる病時保育施設を運営し、
仕事と育児の両立を支援する。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

生活から学習面まで多面的に支援するため、放課後などに食事の提供や学習支
援等を行う子どもの居場所（こども食堂）を確保し、子どもの健やかな育成を図
る。

21
ひとり親家庭ジョブサポート
事業

ひとり親家庭の親に対する就業支援のため、生活の安定と自立のために寄り添
う「就業支援専門員」を配置する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

20 子どもの居場所づくり支援事業 継続 Ⅱ(2) こども支援課

18 乳幼児健康診査事業

乳幼児の健康管理、疾病の早期発見と子育て支援を目的に、発達の節目である
４か月児・１歳児・１歳６か月児・２歳児・３歳児を対象に健診を行う。また、発達支
援や虐待予防に重点を置いた問診・指導を行うとともに、栄養指導・歯科指導・
フッ化物歯面塗布を同時に実施するなど、内容を充実させ、切れ目ない支援を行
う。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

600

0

600

8,128

6,662

1,466

24,440

0

24,440

19,917

19,917

0

3,000

1,500

1,500

163

109

54

28

0

28

10,662

0

10,662

2,730

880

1,850

36 ごみ袋支給事業
児童扶養手当受給者を対象にごみ袋を支給することにより、一人親世帯の経済
的負担軽減を図るとともに自立を支援する。

継続 Ⅱ(2) 環境保全課

34

35

33 子育て短期支援事業
保護者の育児疲れ等により、家庭における児童の養育が困難となった場合に、
児童福祉施設等で一時的に児童の養育を行う事業を実施し、子育てしやすい環
境づくりを推進する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

白河っ子応援！子育てなるほど
バスツアー事業

子育て期の親子、出産予定の方や子育てに関心のある方などを対象に、市の子
育て関連施設・事業の紹介などを行うバスツアーを実施し、「安心して産み育てら
れるまち」を内外に発信する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

妊産婦医療費助成事業
妊娠期の疾病や負傷等は母体だけでなく、胎児への影響も懸念されることから、
妊婦が安心して出産を迎えられるよう医療費の助成を行い、妊婦の経済的負担
の軽減を図る。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

29
人材確保・組織体制強化事業
（保育体制・保育補助者
雇上強化事業）

保育の受け皿拡大に必要となる保育人材の確保及び保育士の負担軽減を図る
ため、保育支援者及び保育補助者の雇用に必要な経費の一部を補助する。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

32
白河市新婚生活スタート
応援事業

若年層の婚姻率を上げるため、若年・低所得の新婚世帯に対して、結婚に伴う新
生活のスタートアップに係る経費（住居の購入費、家賃、引越費用等）を補助し、
定住促進及び少子化対策を図る。

継続
Ⅱ(２)
Ⅲ(２)

建築住宅課

30
白河っ子すくすく赤ちゃん
クーポン券支給事業

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、０歳児と１歳児を持つ家庭に対して、
おむつ、おしりふき、ゴミ袋等と交換できる３万円分のクーポン券を交付し、安心
して子育てができる環境を整備する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

31
子どもに係る国民健康保険税
の減免事業

子育て世代の負担軽減を図るため、子ども（18歳以下）に係る国民健康保険税均
等割を全額免除する。

継続 Ⅱ(2) 国保年金課

28 保育士確保対策事業

民間保育園等の保育士不足に対応するため、人材派遣会社の紹介により保育
士を採用する際の紹介料に相当する額を補助する。また、保育園や認定こども園
の増築・新築に伴う開園準備のため、事前に保育士を確保した場合に賃金の一
部を補助する。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策２－４　高齢者福祉の推進

【めざすまちの姿】

R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

13,325

13,325

0

2,539

686

1,853

1,626

133

1,493

350

350

0

472

0

472

7,021

4,055

2,966

480

0

480

7 寝具乾燥業務委託事業
在宅生活の快適化及び介護の軽減を図るため、65歳以上の一人暮らしの方や
要介護３～５の認定を受けた65歳以上の寝たきりの方を対象に、月に１回寝具類
の丸洗い・乾燥を行う。

継続 高齢福祉課

5
車イス同乗軽自動車貸出事業
（４地域）

自力歩行が困難な高齢者や障がい者の通院等の外出を支援するため、車椅子
同乗軽自動車や昇降シート付軽自動車の貸出しを行う。

継続 高齢福祉課

6 高齢者あんしん見守り事業

一人暮らしの高齢者や身体障がい者等が安心して暮らせるようにするため、ペン
ダント式の緊急通報装置やセンサー等を利用し、急病や事故等の緊急時に迅速
かつ適切な対応ができるようにするとともに、地域協力員や民生委員等と連携し
て見守りを実施する。

拡充 Ⅲ(5) 高齢福祉課

4 老人クラブ友愛訪問事業
老人クラブが行う一人暮らし高齢者及び寝たきり高齢者等に対する訪問による安
否確認活動の経費を愛の基金を活用し助成し、一人暮らし高齢者等の孤立防止
を図る。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

3 老人クラブ活動特別事業
高齢者の生きがいづくりのため、老人クラブ連合会が各地域において工夫を凝ら
して行う事業に要する経費及び連合会の運営費を助成する。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

2
白河市老人クラブ連合会
運営事業

高齢者の生きがいづくりのための多様な社会活動支援として、白河市老人クラブ
連合会を通して単位老人クラブの運営費を助成する。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

1
要介護高齢者介護激励金
給付事業

在宅介護者の経済的負担を軽減するため、要介護３～５の認定を受けた65歳以
上の高齢者を在宅で介護している方に対し、毎年激励金を支給する。

継続 高齢福祉課

地方創生
事業

担当課

　高齢社会に対応した介護・保健福祉・生きがいづくりなどの各種取組みを計画的に進めることで、高齢者を含めたすべ
ての市民が個人の尊厳を保持しながら、住み慣れた地域で心身ともに健やかに暮らしています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

471

0

471

2,431

2,338

93

3,150

945

2,205

6,489

4,185

2,304

1,130

729

401

13,619

7,865

5,754

3,043

1,757

1,286

4,458

2,574

1,884

4,125

2,382

1,743

88,965

51,377

37,588

109

63

46

18
認知症サポーター養成事業
（介護保険特別会計）

認知症高齢者の見守りを地域において行うことにより、認知症高齢者が安心して
暮らすことのできる地域づくりを推進するため、認知症の基本的な知識を有する
認知症サポーターを養成する。

継続 高齢福祉課

17
地域包括支援センター運営事業
（介護保険特別会計）

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりを推進するため、地域包
括ケアシステムの中核的機関である地域包括支援センターを運営する。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

16
あったか訪問収集事業
（介護保険特別会計）

自力でごみを集積所へ出すことが困難で、身近な人の協力が得られない65歳以
上の一人暮らしの方等を対象に、ごみの訪問収集と安否確認を行う。

継続 高齢福祉課

15
食の自立支援事業
（介護保険特別会計）

65歳以上の一人暮らしの方又は65歳以上の方のみの世帯で、身体の障がい等
の理由により食事の用意が困難な方（世帯）を対象に、週に３回を限度とし昼食
を配達するとともに安否確認を行う。

継続 高齢福祉課

14
在宅高齢者介護用品支給事業
（介護保険特別会計）

在宅介護者の経済的負担の軽減及び在宅生活の継続を図るため、市民税非課
税世帯に属する要介護４・５の認定を受けた65歳以上の高齢者を在宅で介護し
ている家族の方を対象に、紙おむつ等の介護用品と引き換えできるサービス券
（月一回5,000円限度）を交付する。

継続 高齢福祉課

13
高齢者相談員・訪問員設置事
業（介護保険特別会計）

70歳以上の一人暮らしの方又は70歳以上の方のみの世帯で希望する方（世帯）
を対象に、定期的に自宅に電話をかけて安否確認を行う。また、70歳以上の一
人暮らしの方と75歳以上の方のみの世帯を対象に、計画的に自宅を訪問し安否
確認を行う。

継続 高齢福祉課

12
介護支援いきいき長寿ポイント
事業
（介護保険特別会計）

高齢者が登録施設で行った介護支援活動に対して換金可能なポイントを付与し、
高齢者の外出促進、社会参加、健康維持増進を図り介護予防につなげる。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

11
高齢者サロンあったかセンター
事業
（介護保険特別会計）

高齢者が歩いて行ける範囲を目安に、高齢者が気軽に集まり地域の住民と触れ
合うことができる高齢者サロン「あったかセンター」の設置を推進し、その運営費
を補助するとともに、運営に携わる高齢者サポーターを養成する。

継続 高齢福祉課

10 高齢者等住宅改修助成事業
高齢者が自宅における転倒等により介護状態に陥ることを予防するため、要支
援・要介護認定を受けていない65歳以上の方を対象に、転倒防止等のために行
う住宅改修に要する経費の一部を助成する。

拡充 高齢福祉課

9
はり、きゅう、マッサージ等
施術費助成事業

70歳以上の方または身体障害者手帳１級・２級の交付を受けている65歳以上の
方を対象に、はり・きゅう・マッサージの施術を受ける際に使用できる助成券（１回
1,000円）を年間６枚交付する。

継続 高齢福祉課

8
要介護高齢者巡回理・美容券
交付事業

在宅生活の快適化と衛生保持を図るため、要介護４・５の認定を受けた65歳以上
の在宅の方を対象に、家庭で理・美容師に散髪してもらう際に使用できる助成券
（１回2,500円）を年間５枚交付する。

継続 高齢福祉課

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

123

71

52

225

130

95

778

449

329

2,903

1,679

1,224

10,206

5,895

4,311

6,462

3,732

2,730

740

477

263

4,400

3,200

1,200

146,057

94,205

51,852

6,200

3,999

2,201

250

0

250

29
高齢者紙おむつ用ごみ袋支給
事業

紙おむつを使用している高齢者を在宅で介護している家族の経済的負担を軽減
するため、指定ごみ袋（燃えるごみ）を年間最大120枚と引き換えできる支給券を
交付する。

継続 高齢福祉課

28
高齢者居場所づくり事業
（介護保険特別会計）

高齢者の介護予防と生きがいづくりを推進するため、高齢者が気軽に集まり交流
する場として、常設型の「居場所」をマイタウン白河及び表郷ボランティアネット
ワーク事務所に設置する。令和３年度は３カ所目の「居場所」として、新たに東文
化センター内に設置する。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

27
介護予防・生活支援サービス
事業
（介護保険特別会計）

総合事業の開始に伴い、「介護予防訪問介護」と「介護予防通所介護」に加え、
本市独自のサービスとして「介護予防生活支援サービス」と「介護予防運動機能
向上サービス」を実施する。

継続 高齢福祉課

26 福祉・介護人材確保支援事業
福祉や介護人材を確保するため、しらかわ介護福祉専門学校の学生に対し、教
材費の一部を助成し、学生の経済的な負担を軽減する。また、資格取得のため
の「介護職員初任者研修」の受講料の一部を助成する。

継続 高齢福祉課

25
一般高齢者介護予防事業
(介護保険特別会計）

高齢者が可能な限り地域において自立した日常生活を営むことができるようにす
るため、健康チャレンジ相談会や地区元気アップ講座等を開催するとともに、保
健師等による健康指導を行うことで、要介護状態になることを予防する。

継続 高齢福祉課

24
生活支援体制整備事業
（介護保険特別会計）

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと生活できるようにするため、地域資源の活
用と連携を図る生活支援協議体とコーディネーターの協働による地域支えあいの
仕組みづくりを推進する。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

23
在宅医療・介護連携推進事業
（介護保険特別会計）

医療と介護の両方を必要とする高齢者が安心して生活ができるようにするため、
「白河地域在宅医療拠点センター」を中心とした、多職種協働により医療と介護を
一体的に提供できる体制作りを推進する。

継続 高齢福祉課

22
認知症地域支援・ケア向上事業
（介護保険特別会計）

認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるようにするため、家族
等の相談や関係機関の連携支援を行う地域支援推進員を配置するとともに、認
知症に対する啓発を行う。

継続 高齢福祉課

21
認知症初期集中支援推進事業
（介護保険特別会計）

認知症の早期診断・早期発見に向けた支援体制を構築するため、「認知症初期
集中チーム」を配置し、認知症の方やその家族に対し自立生活のサポートを行
う。

継続 高齢福祉課

20
認知症ケアパス普及啓発事業
（介護保険特別会計）

認知症の方やその家族が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるようにする
ため、「認知症ケアパス」を作成する。

継続 高齢福祉課

19
認知症高齢者見守り事業
（介護保険特別会計）

認知症の方やその家族が住み慣れた地域において安心して暮らし続けるように
するため、認知症の人の生きがい活動支援や介護家族の支援強化、認知症に
関する正しい知識の普及啓発活動を行う認知症高齢者等支援ボランティアを養
成する。

継続 高齢福祉課

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

109

30

79

711

711

0

2,128

1,229

899

1,165

751

414

30

18

12

-

-

-

503

291

212

5,214

2,607

2,607

34
地域ケア会議推進事業
（介護保険特別会計）

地域包括ケアシステムの構築に向けた施策を推進するため、医療・介護等の専
門職を始め、ＮＰＯ、社会福祉法人、民生委員等地域の多様な関係者による会議
を開催し、共有された地域課題を地域づくりや政策形成に結びつける。

継続 高齢福祉課

33
自立支援型地域ケア会議技術
的支援事業
(介護保険特別会計）

リハビリテーションに関する専門知識を有する多職種の方の助言により、高齢者
の自立支援及び生活の質の向上に資するケアマネジメントの実現と、それに基
づく介護サービスの提供を実現することによりＱＯＬ（生活の質）の向上を目指
す。

継続 高齢福祉課

32
成年後見制度利用支援事業
(介護保険特別会計）

判断能力が不十分な認知症高齢者等に対し、成年後見制度の利用支援を行うこ
とにより、要支援者の自立した生活の擁護を図る。また令和３年度より、制度に係
る地域課題や解決策を検討する場として、行政と関係機関・専門職で組織される
「しらかわ成年後見推進会議」を設立し、関係機関が自発的に協力する体制づく
りを進める。

拡充 高齢福祉課

31 らく楽健康体操事業
高齢者ができる限り要介護状態に陥ることなく、健康で生きいきとした生活を送れ
るようにするため、「コオーディネーショントレーニング」を軸とした高齢者向け介護
予防健康体操プログラムを作成し、筋力維持や運動機能の向上を図る。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

30 認知症高齢者保険加入事業
安心して暮らせる地域の実現のため、認知症の方を対象とした、徘徊中に起こし
た事故等に対する個人賠償責任保険に市を契約者として加入する。

継続 高齢福祉課

37 高齢者見守り生活支援事業
地域密着型の介護予防体制の構築と「新しい生活様式」へ対応するため、日常
生活に欠かせない買い物の支援と高齢者への声かけを移動販売車で実施し、地
域の高齢者を見守りながら買い物をサポートする。

拡充 Ⅲ(5) 高齢福祉課

35
地域包括支援センター整備事
業

より身近に高齢者に関わる総合相談窓口を設置し、その機能強化を図るととも
に、きめ細やかな高齢者支援・地域づくりを推進するため、令和２年度、大信地域
に白河市地域包括支援センターの支所として「大信サブセンター」を開設した。今
後も、地域の身近な相談窓口として日常生活圏域への設置を基本とした新たな
地域包括支援センターの設置に向けた取り組みを進める。

継続 Ⅲ(5) 高齢福祉課

36
高齢者虐待防止対策事業
（介護保険特別会計）

高齢者虐待対応マニュアルを改定するとともに、緊急的一時保護措置の体制整
備を行う。併せて施設職員及び一般の方に対し、それぞれの対象者別講演会を
開催し、高齢者虐待の正しい理解の促進と高齢者の権利擁護を推進する。

継続 高齢福祉課

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策２－５　障がい者福祉の推進

【めざすまちの姿】

R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

4,640

0

4,640

119,144

56,957

62,187

1,146,680

857,089

289,591

63,640

19,575

44,065

351,741

263,485

88,256

336

112

224

社会福祉課

3 障がい福祉サービス支給事業
障がいのある方を対象に、居宅や障がい者支援施設、グループホーム等におい
て生活介護や自立訓練、就労支援、施設入所支援などの福祉サービスを提供
し、日常生活や社会生活を総合的に支援する。

継続

2 重度障がい者支援事業

重度の障がいのある方を対象に、医療費や通院交通費の助成、在宅で使用する
治療材料費や衛生器材費の給付等を行い、経済的な負担を軽減する。また、令
和３年８月診療分より、医療費の助成方法を「償還払い」から「現物給付」に見直
し、県内全域の医療機関・薬局での窓口負担を無くすことで利便性の向上を図
る。

拡充

社会福祉課

担当課

1 特定疾患患者見舞金支給事業
市内に住所を有し、国が定める特定疾患や指定難病、小児慢性特定疾病で治療
を受けている方及び慢性じん疾患により人工透析を受けている方を対象に、年額
１万円の見舞金を支給する。

継続 社会福祉課

区分

継続 Ⅲ(5)

　障がい者の意思を尊重した福祉施策を推進することで、障がい者が住み慣れた地域で自立した生活を営むために必
要なサービスと支援を受けられる社会が実現しています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業

社会福祉課

社会福祉課

6
難聴児補聴器購入費等助成事
業

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の難聴を抱える児童を対象
に、補聴器の購入費又は部品交換費の一部を助成し、言語の習得や教育等に
おける健全な発育を支援する。

継続 社会福祉課

5
障がい児福祉サービス支給
事業

障がいのある児童を対象に、居宅や障がい児通所事業所等において児童発達
支援や放課後等デイサービスなどの福祉サービスを提供し、発達や自立を支援
する。

継続

4 地域生活支援事業

障がいのある方を対象に、日常生活用具の給付や相談支援員の派遣、手話等
による意思疎通の支援、訪問入浴や日中一時預かりサービスの提供などを行
い、自立した日常生活や社会生活を支援する。また、障がいのある方の将来や
親亡き後などの緊急時に備えるため、障がい者基幹相談支援センターにコーディ
ネーターを配置し、要支援者の掘り起こしや相談支援、関係事業所との受入れ調
整など、地域生活支援体制の整備を推進する。

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策２－６　地域福祉の充実

【めざすまちの姿】

R3事業費（千円）
特定財源
一般財源 R3 R4 R5

43,000

0

43,000

7,690

5,141

2,549

689,607

524,364

165,243

12,591

4,500

8,091

2,465

0

2,465

-

-

-

社会福祉課

6 重層的支援体制整備事業
地域住民の複合・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を整備す
るため、対象者の属性を問わない相談支援、多様な参加支援、地域づくりに向け
た支援を一体的に行う。

新規 Ⅲ(5) 社会福祉課

5
第３期白河市地域福祉計画策
定事業

地域福祉を総合的かつ計画的に推進するため、地域福祉推進の主体である市
民の参加を得て地域の福祉ニーズを把握し、それに対応する必要なサービスと
その現状を明らかにし、必要なサービスの質と量を確保し提供する体制を図る。

新規

地方創生
事業

担当課

1 社会福祉協議会活動支援事業
地域における福祉課題や生活課題が多様化する中で、誰もが安心していきいき
と暮らすことができるよう、市社会福祉協議会が行う各種の福祉事業を運営する
ための財政支援を行う。

継続 社会福祉課

区分

　地域でお互いに助けあい、支えあう心が育まれ、支援を必要としている人に対し、地域ぐるみで支援が行われる地域
活動が活発化していることで、誰もが安心していきいき暮らせる地域社会が実現しています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

社会福祉課

3 生活保護扶助事業
被保護者の最低限度の生活を保障するため、生活保護法の規定に基づく各種扶
助費の支給や必要な支援を行うことにより、自立の助長を図る。

継続

2 生活困窮者自立支援事業
生活困窮者の現状に寄り添った相談支援体制を強化するとともに、住居確保給
付金の支給や家計管理等のアドバイスを行うなど、各種支援を充実させることに
より、生活保護に至る前の段階での自立を推進する。

継続

ひきこもりなど社会的に孤立しがちな方の自立に向けて、相談支援センター
TUNAG（つなぐ）を設置し相談に応じるとともに、関係機関と連携し必要な支援へ
繋げていく。また、若者に居場所（ユースプレイス）を提供し、各種プログラムを通
して社会性を身に付けさせ、就労意欲の向上を図る。

継続

社会福祉課

Ⅲ(5) 社会福祉課4 ひきこもり自立支援事業

※地方創生事業･･･「第２期白河市みらい創造総合戦略」（令和２年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。



白紙


